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種類と量を正確に測定できる高速液体クロマトグラフ質量分

析装置があります。サンプルをイオン化して超高速でスキャ

ンし、得られた波形データ内のピーク（とがった部分）の位置

と高さを測るという装置です。測定の精度はピークをどれほ

ど正確に把握できるかによって決まるため、雑然とした波形

の中からピークをいかに正確かつ短時間に発見するかが課題

になっていました。

「血液のような生体サンプルでは、混在している様々な物

質の影響によって“ノイズ”が波形に乗ってしまいます」と語

るのは、島津製作所 分析計測事業部 副事業部長 兼 技術部

長 西本竜樹様。ノイズを抑えるためには数十にも及ぶパラメー

ターを適切に設定する必要があり、分析装置や専用解析ソフ

トウェアの自動設定機能では対処できないことも多かったそ

うです。その結果、専用解析ソフトウェアの画面を見ながら

ピークの位置を熟練作業者が手作業で指定しなければならず、

研究者や現場にとって大きな負担となっていました。

複雑な成分サンプルの質量分析のデータ解析には
手動による調整が必須

株式会社島津製作所様（以下、島津製作所）は、計測機器・

医用機器・航空機器・産業機器の各領域でグローバルに製品

とサービスを提供している企業です。事業別の売上高では、

計測機器部門が61％（2016年度）と最大です。同社の高性能

な分析機器は、様々な産業で研究・技術開発・品質管理に使

用されています。

そうした分析機器の一つに、モノに含まれる化合物分子の

ピークピッキングの工数と時間を削減し
ベテラン作業者の技を再現して品質向上

「富士通、富士通研究所の方々は、当社の特殊な要望を受

け止めて、真摯に対応してくださいました。」島津製作所と富

士通、富士通研究所の共同研究が画期的な成果をあげられた

主な要因を、西本様はこのように分析しています。

2018年6月には、島津製作所と大阪大学が設置している「大

阪大学・島津分析イノベーション共同研究講座」でのトライ

アルが始まる予定です。共同研究講座からのフィードバック

を反映して、早ければ2019年春にも専用解析ソフトウェア

のオプション機能として製品化、様々なパターンで提供され

る見通しです。「製品化の工程でも富士通、富士通研究所と

一緒に取り組んで行きたいと思っています」と西本様は締め

くくります。

ピークピッキングを自動化することによって作業に要する

工数と時間の削減が期待されます。研究者や現場の負担が低

減されると同時に、削減された時間を各自の研究開発に充て

ることができます。製薬メーカーの場合は、創薬プロセスに

自動ピークピッキングを取り入れることによって新薬の研究

をより効率的に行うことが可能に。質量分析装置と自動ピー

クピッキング機能の組み合わせは、人々の生活を豊かなもの

にするためにも役立つことでしょう。

共に創りあげた深層学習用の教師データを自動生成で
増やし画像化することで波形の輪郭を解析

「波形データ処理の課題について、弊社の社長がPCの調達

などで長いお付き合いがあった富士通に相談したことから話

が始まり、AI技術を体系化したFUJITSU Human Centric AI 

Zinrai（ジンライ）を手がける方々が当社にお越しになったこ

とからこの共同研究が始まりました」と西本様は振り返りま

す。AIを活用して、装置やソフトの改良では実現が難しかっ

たピークピッキングや分析作業の全工程を自動化ができるの

ではないかと考えたのです。

ただし、「質量分析装置は絶対数が少ない特定の用途向け

の製品なので、一般的なAIの導入だけでは簡単に解決しそう

もないと思っていました」と西本様は振り返ります。そこで、

島津製作所と富士通、富士通研究所で共同研究を行うことで

質量分析手法と装置のノウハウとAIの深層学習（ディープラー

ニング）のノウハウを3社それぞれが持ち寄って検討を進め

ることになりました。

共同研究は2016年11月に始まりました。島津製作所側の

チームリーダーを務めた基礎技術研究所 AIソリューション

ユニット 解析グループ 副主任 金澤慎司様は、「ディープラー

ニングに必要な教師データの条件やディープラーニングを化

学分析に適用する条件などを議論しながら、互いに提供する

ことで様々な技法を共に試しました」と語ります。

試行錯誤を繰り返し、AI活用の解決に至る光が見え始めた

のは2017年6月。測定結果の数値を画像に変換して、データ

で波形の輪郭を調べると特定の精度が担保されることを富士

通と富士通研究所のチームが突き止めました。また、島津製

作所のチームも「不足する教師データを自動生成して深層学

習で効果を高める技術」を開発。約3万数千件の画像データ

で深層学習を行った結果、ピークピッキングの精度を高める

ことに成功しました。

2017年11月時点でAIによる自動ピークピッキングは、熟

練技術者が2時間程度かけていた作業を数秒で処理。精度は、

10年以上の経験を持つ熟練作業者の作業結果を基にして誤

検知率が7％、未検知率が9％という熟練作業者に比べて遜

色ないレベルまで達しています。この深層学習を専用解析ソ

フトウェアに組み込むことによって熟練作業者と同等の精度

で、ピークピッキングの自動化に成功しました。また、作業

者によって生じていた解析の確度の差も均一化することがで

きました。

株式会社島津製作所
分析計測事業部

副事業部長 兼 技術部長
西本竜樹 様

富士通と富士通研究所は、質量分析の背景を理解して特
殊な要望も受け止めて真摯に対応していただきました。
3社間で補完しあうことで熟練作業者のピークピッキン
グ技術の自動化に向けて取り組めています。

医薬品や食品・飲料、大気・水・土壌などを調べる質量分析装置を開発・販売する島津製作所は、質量分析装置から得られる
測定結果の波形からピークピッキング（注1）するデータ解析の精度向上に取り組んでいた。2016年11月に人工知能（AI）を活
用した研究を富士通、富士通研究所と共同でスタート。3社は「不足する教師データを自動生成して深層学習技術を高める
技術」「測定データを画像に変換して波形の輪郭を調べる技術」を共同開発することにより、AIによるピークピッキング作
業の自動化を実現。

株式会社島津製作所 様

共同開発した人工知能技術を質量分析装置に適用
手作業が多かったピークピッキングを自動化

（注1） ピークピッキングとは、質量分析計で得られたデータ（グラフ）から波形（ピーク）の幅や高さを読み取る工程。


